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研究室の活動
＜ 2018 年＞
 4 月 5 日 新入生　学部・大学院生オリエンテーション、歓迎会
 4 月 8 日 入学式
 4 月 26 日 分野研究会　
  報告
  ・ 三宅雄大「博士論文完成までの途―三宅雄大の場合」
  ・ 根岸弓「博士論文提出への途―根岸の場合」
 5 月 24 日 第 1 回修士論文指導会
  報告
  ・ 焦安然「中国の高齢者施設入所者の生活と主観的幸福感―ライフストーリー・アプ
ローチによる理解―（仮）」
  ・ 梶原豪人「子ども期の剥奪と不登校経験の関連の質的分析―脱落型不登校の再検討
―」
  ・ 石井東太「精神障害に対するスティグマと当事者の家族―当事者の家族へのアン
ケートとインタビューによる研究―」
  ・ チャパタナグン・ノラパン「タイ障害者雇用の実態と法的課題」
 6 月 28 日 院生報告会・分野研究会
  報告
  ・ 櫻井真一「路上生活者の自立支援におけるエンパワメント視点に基づく支援関係構
築に関する研究―自立支援センター P の実践をとおして―」
  リクエスト対談　岡部卓　×　杉野昭博「社会福祉学の到達点と展望」
 6 月 29 日 春季卒論中間報告書提出期限
 7 月 21 日 第 1 回オープンキャンパス、大学院説明会
 7 月 26 日 博士論文中間報告会・修士論文指導会・博士論文公開審査会
  報告
  ・ 間嶋健「介護老人保健施設における退所支援のソーシャルワーク～実践現場から立
ち上げる科学的実践の構築～」
  ・ 松村智史「子どもの貧困対策における学習支援に関する実証分析」
  ・ 齋藤志恩「高齢者の社会参加活動の継続を困難にする阻害要因に関する研究―
NPO 団体八王子市民活動協議会 “ 志民塾 ” 卒塾生へのインタビュー調査から―」
  ・ 圷洋一「Ｒ.Ｍ .ティトマス贈与関係論の現代的意義―福祉市民論の構想に向けて―」
 8 月 18 日 第 2 回オープンキャンパス
 9 月 20 日 博士論文中間報告会
  報告
  ・ 東景子「離別母子世帯の住居保障―ジェンダー視点に着目して―」
 9 月 26 日・27 日　　大学院入試
10 月 11 日 修士論文指導会
  報告
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  ・ 齋藤志恩「高齢者における社会活動の継続を阻害する要因に関する研究―NPO 法
人八王子市民活動協議会『志民塾』卒塾生へのインタビュー調査から（仮）―」
  ・ 石井東太「精神障害に関する啓発活動の現状と課題」
  ・ 梶原豪人「なぜ貧困世帯の不登校は立ち直れないのか―不登校からの回復困難を規
定するリスク要因と防御推進要因の探求―」
  ・ チャパタナグン・ノラパン「タイ障害者雇用の実態と法的課題」
11 月 17 日 学術講演会＆同窓会
  シンポジウムタイトル「社会福祉と暴力～津久井やまゆり園殺傷事件～」 
  司会　矢嶋里絵
  パネリスト　小川喜道（神奈川工科大学）、要田洋江（大阪歯科大学）、杉野昭博
11 月 22 日 分野研究会
  報告
  ・ Dr.Sareh Abri（本分野客員研究員）‘Social work in Iran and redefining the role of 
medical social work based on social work professional values and organizational 
culture of hospitals’
12 月 13 日 院生報告会・博士論文中間報告会
  報告
  ・ 千葉寿夫　「タイとフィリピンにおける障害者運動の発展過程の比較研究」
  ・ 櫻井真一　「（仮）路上生活者の自立支援におけるエンパワメント視点に基づく支援
関係構築に関する研究―自立支援センター P の実践をとおして―」
＜ 2019 年＞
 1 月 10 日 修士論文提出
 1 月 11 日 卒業論文提出
 1 月 31 日 博士論文公聴会
  報告
  ・ 湯澤直美「社会福祉におけるセクシュアリティ統制の構図―婦人保護事業・母子福
祉事業に焦点をあてて―」
 2 月 6 日 卒業論文報告会（公開審査会）
 2 月 7 日 修士論文口頭試問
 2 月 8 日 博士論文公聴会
  報告
  ・ 松江暁子「公的扶助における能力活用のあり方に関する研究―韓国の国民基礎生活
保障制度における条件付に給付に着目して―」
 2 月 15 日・18 日・19 日　　大学院入試
 3 月 22 日 卒業式
研究室の活動
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学生・院生の研究活動
【博士論文】
圷　　洋一：Ｒ . Ｍ . ティトマス贈与関係論の現代的意義
　　　　　　―福祉市民論の構想に向けて―
湯澤　直美：社会福祉におけるセクシュアリティ統制の構図
　　　　　　―婦人保護事業・母子福祉事業に焦点をあてて―
松江　暁子：公的扶助における能力活用のあり方に関する研究
　　　　　　―韓国の国民基礎生活保障制度における条件付に給付に着目して―
【修士論文】
焦　　安然：中国の高齢者施設入所者の生活と主観的幸福感
　　　　　　～ライフストーリー・アプローチによる理解～
齋藤　志恩：高齢者における社会参加活動を阻害する要因に関する研究
　　　　　　～地域人材育成講座卒業生へのインタビュー調査から～
梶原　豪人：貧困世帯の不登校とレジリエンス－リスク要因と防御推進要因の探求－
石井　東太：精神障害に関する啓発活動の現状と課題
【卒業論文】
根岸　雅崇：日本におけるコミュニティバスのあり方
中森　誉人：卒論作成が困難であるという特性についての考察
保坂　琢斗：障害者の陸上競技における障害によるクラス分け問題について
岩田夏夢郎：第三者評価から見る児童養護施設の課題
　　　　　　―計量テキスト分析を用いて―
オウ　ゲツコウ：近年中国での「結婚難」問題の成因
茂木　紗里奈：貧困世帯に対する学習支援
丹羽　杏輔：住まいの貧困とソーシャルアクション
田中　　萌：日本における外国人介護労働者受入れの現状と課題
　　　　　　～受入れ施設への調査を通して～
菅原　美友：子どもの学力獲得要因から考える学力支援
横山　奈緒：女性活躍のためのキャリア支援とワーク・ライフ・バランスについて考える
町田いずみ：訪問看護ステーションの経営～経営組織とモチベーション～
下浦　紗季：孤立する男性一人暮らし高齢者の支援の在り方についての検討
吉根　大樹：社会の情報化と 2020 年教育改革が教育格差に与える影響および問題の考察
杉山奈菜江：共働き世帯の夫婦の在り方や協力体制などを離婚率からよみとる
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山口　　彩：社会的養護と家庭の在り方
　　　　　　―子どもの最善の利益からみる特別養子縁組について―
西岡　菜実：「こうのとりのゆりかご」の学問領域による考察
石川　詩織：急性期病院のMSWは、終末期の患者やその家族とどのように接するがよいか
緑川　和也：知的障害を持つ人に対する余暇活動のさらなる発展について
　　　　　　～横浜市の支援者への聞き取り調査を通して～
岡藤　桃佳：老人保健施設入所者家族が抱くアンビバレントな感情を探る
佐藤　　秀：父子家庭支援における子ども食堂の意義
坂本　陵介：地区社会福祉協議会における評価についての考察
本田　光子：出生前診断における現状と今後の対応
大山はるか：大学生男女における性別役割意識について
　　　　　　―性別役割分業意識と男性役割意識を形成する要因とそれらの意識が将来展望に与え
る影響の検討―
学生・院生の研究活動
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2018 年度　教員の活動
1．論文・書籍等
・	安藤藍「要保護児童と社会的養護・家庭的養護」『家族を読み解く 12 章』、丸善出版、2018 年 10
月
・	安藤藍「小規模住居型児童養育事業（ファミリーホーム）の現代的位置―社会福祉制度の『家庭
性』―」『人文学報』第 515 巻 3 号、2019 年 3 月
・	阿部彩・可知悠子・鴈咲子・村山伸子編著『子どもの貧困と食格差－お腹いっぱい食べさせたい－』
大月書店.	2018 年 4 月
・	Abe,	Aya	 “Developing	Child	Deprivation	 Index	 for	 Japan	 taking	 into	 account	 of	 adaptive	
preferences,”	Child	Indicators	Research,	2018 年 4 月
・	阿部彩「メディアと生活保護に関する意識：ソーシャルメディアに焦点をあてて」『大原社会研究
所雑誌』719・720 号、2018 年 9・10 月号
・	阿部彩「母子世帯の生活困難：二世代世帯と三世代世帯の違いに着目して」『貧困研究』第 20 号、
2018 年 5 月
・	阿部彩「日本版子どもの剥奪指標の開発」首都大学東京　子ども・若者貧困研究センター
Working	Papers	No.1	(WP1).	2018 年 5 月
・	阿部彩・鈴木大介『貧困を救えない国　日本』PHP研究所．2018 年 10 月
・	阿部彩「女性の貧困はなぜ社会問題にならないのか」『現代思想』第 46 号、2019 年 3 月
・	阿部彩「生活保護制度の給付体系における子どもの費用の扱いの変容と今後の方向性―岡部論考
を手掛かりとして―」『人文学報』第 515 巻 3 号、2019 年 3 月
・	岡部卓「Ⅵ　社会福祉・教育学」『言語聴覚士テキスト　第 3版』医歯薬出版株式会社　2018 年 5月
・	岡部卓「生活困窮者の自立・尊厳の確保と地域づくり」『月刊福祉　第 101 巻第 7号』全国社会福
祉協議会　2018 年 7 月
・	岡部卓「はじめに」『生活困窮者自立支援　―支援の考え方・制度解説・支援方法―』中央法規出
版　2018 年 11 月
・	岡部卓「第 1章　貧困・低所得者音大とその対策」『生活困窮者自立支援　―支援の考え方・制度
解説・支援方法―』中央法規出版、2018 年 11 月
・	岡部卓「第 2章　生活困窮者自立支援の制定と一部改正に至る経緯」『生活困窮者自立支援　―支
援の考え方・制度解説・支援方法―』中央法規出版　2018 年 11 月
・	岡部卓「第 4章　新たな生活困窮者自立支援の内容解説」『生活困窮者自立支援　―支援の考え方・
制度解説・支援方法―』中央法規出版　2018 年 11 月
・	岡部卓「第 5章　生活困窮者自立支援の手順」『生活困窮者自立支援　―支援の考え方・制度解説・
支援方法―』中央法規出版、2018 年 11 月
・	岡部卓「第 6章　関係部署・関係機関等との連携」『生活困窮者自立支援　―支援の考え方・制度
解説・支援方法―』中央法規出版、2018 年 11 月
・	岡部卓「おわりに」『生活困窮者自立支援　―支援の考え方・制度解説・支援方法―』　中央法規
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出版、2018 年 11 月
・	岡部卓　｢5 章　生活保護｣『ナーシンググラフィカ　健康支援と社会保障③　社会福祉と社会保障』
メディカ出版、2019 年 1 月
・	岡部卓「はじめに」『新・社会福祉士養成講座 16　低所得者に対する支援と生活保護制度　第 5版』
中央法規出版、2019 年 2 月
・	岡部卓「第 1章　公的扶助の概念」『新・社会福祉士養成講座 16　低所得者に対する支援と生活保
護制度　第 5版』中央法規出版、2019 年 2 月
・	岡部卓「第 2章　貧困・低所得者問題と社会的排除」『新・社会福祉士養成講座 16　低所得者に対
する支援と生活保護制度　第 5版』中央法規出版、2019 年 2 月
・	岡部卓「第 3章第 3節　公的扶助の歴史　貧困・低所得者対策の動向」『新・社会福祉士養成講座
16　低所得者に対する支援と生活保護制度　第 5版』中央法規出版、2019 年 2 月
・	岡部卓「第 4章　生活保護制度の仕組み」『新・社会福祉士養成講座 16　低所得者に対する支援と
生活保護制度　第 5版』中央法規出版、2019 年 2 月
・	岡部卓「第 5章最低生活保障水準と生活保護基準」『新・社会福祉士養成講座 16　低所得者に対す
る支援と生活保護制度　第 5版』中央法規出版、2019 年 2 月
・	岡部卓「第 6章　生活保護の動向」『新・社会福祉士養成講座 16　低所得者に対する支援と生活保
護制度　第 5版』中央法規出版、2019 年 2 月
・	岡部卓「第 7章第 1節　低所得者対策の概念　生活困窮者自立支援法」『新・社会福祉士養成講座
16　低所得者に対する支援と生活保護制度』中央法規出版、2019 年 2 月
・	岡部卓「第 10 章第 1節生活保護における自立支援　自立とは何か」『新・社会福祉士養成講座 16	
低所得者に対する支援と生活保護制度　第 5版』中央法規出版、2019 年 2 月
・	岡部卓「第 10章第 2節　生活保護における自立支援　自立支援プログラムの位置づけ」『新・社会
福祉士養成講座 16　低所得者に対する支援と生活保護制度　第 5版』中央法規出版、2019 年 2月
・	岡部卓「第 1章　現代社会と公的扶助」『社会福祉学習双書 2019　公的扶助論』全国社会福祉協議
会出版部、2019 年 3 月
・	岡部卓「第 2章　生活保護制度の概要」『社会福祉学習双書 2019 月　公的扶助論』全国社会福祉協
議会出版部、2019 年 3 月
・	岡部卓「第 4章第 1節　低所得者施策の概要」『社会福祉学習双書 2019　公的扶助論』全国社会福
祉協議会出版部、2019 年 3 月
・	岡部卓「第 4章第 2節　生活困窮者自立支援制度の概要」『社会福祉学習双書 2019　公的扶助論』
全国社会福祉協議会出版部、2019 年 3 月
・	岡部卓「第 4章第 3節　生活福祉資金貸付制度の概要」『社会福祉学習双書 2019　公的扶助論』全
国社会福祉協議会出版部、2019 年 3 月
・	岡部卓「第 5章　ホームレス状態にある人々の支援」『社会福祉学習双書 2019　公的扶助論』全国
社会福祉協議会出版部、2019 年 3 月
・	岡部卓　「資料編 ( 監修 )　生活保護法関係資料」『社会福祉学習双書 2019　公的扶助論』全国社会
福祉協議会出版部、2019 年 3 月
・	岡部卓「第 6章　公的扶助」福田素生他編著『系統看護学講座　専門基礎分野　社会保障 ･社会
福祉　健康支援と社会保障制度③』医学書院、2019 年 3 月
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・	堀江孝司「新聞報道に見る生活保護への関心――財政問題化と政治問題化」『大原社会問題研究所
雑誌』719・720 号、2018 年 9・10 月号
・	堀江孝司「「安倍一強」神話の解体に向けて」『現代の理論』第 17 号、2018 年 11 月
・	副田あけみ・長沼葉月「やってみよう	解決志向アプローチ	困難事例を「困難」でなくするには」『月
刊ケアマネジメント』29 巻 5 号、2018 年 5 月
・	長沼葉月「やってみよう	解決志向アプローチ ( 第 2 回 ) 解決志向アプローチのスキル ( その 1) 介
入の扉を開ける」『月刊ケアマネジメント』29 巻 6 号、2018 年 6 月
・	長沼葉月「やってみよう	解決志向アプローチ ( 第 3 回 ) 解決志向アプローチのスキル ( その 2) 本
人の「成功」を見つける」『月刊ケアマネジメント』29 巻 7 号、2018 年 7 月
・	長沼葉月「Dialogical	Practice と私	:	子どもとして /支援者として」『家族療法研究』35 巻 2 号、
2018 年 6 月
・	長沼葉月「安心づくり安全探しアプローチの研修プログラムの改良プロセスに関する一考察―研
修転移理論を活用して―」『人文学報』、第 515 巻 3 号、2019 年 3 月
・	室田信一「地域における包括的支援体制の構築」岡部卓編著『生活困窮者自立支援――支援の考
え方・制度解説・支援方法』中央法規、2018 年 11 月
・	室田信一「生活困窮者自立支援における地域づくり」岡部卓編著『生活困窮者自立支援――支援
の考え方・制度解説・支援方法』中央法規、2018 年 11 月
・	室田信一「地域福祉コーディネーター」『社会福祉学習双書』編集委員会編『地域福祉論――地域
福祉の理論と方法』全国社会福祉協議会、2019 年 2 月
・	室田信一「地域における支え合いと人財育成」市川一宏編著『2025 年問題解決に向けた地域力創生』
ぶんしん出版、2019 年 3 月
・	室田信一「コミュニティ・オーガナイザー配置政策とその評価――イギリスの政策を参考に」『人
文学報』第 515 巻 3 号、2019 年 3 月
・	矢嶋里絵「知的障がい者の意思決定・自立・地域生活」日本社会保障法学会編『社会保障法』34 号、
法律文化社、2018 年 12 月
・	矢嶋里絵「批准前の国内法整備」長瀬修・川島聡編『障害者権利条約の実施』信山社、2018 年 12
月　※人文学報 513 号に予告済み
・	岸本尚大・森島早苗・渡口智子・和田清美・和気純子「大学と地域の協働で醸成するソーシャル・
キャピタル―「みなみおおさまカフェ」の実践を通した地域包括ケアシステムの構築―」『まちづ
くり研究八王子』第 13 号、	2018 年 3 月
・	和気純子「ソーシャルワークの基礎理解」『八訂　介護支援専門員基本テキスト：高齢者保健医療・
福祉の基礎知識』、長寿社会開発センター、2018 年 6 月
・	和気純子「支援困難事例への対応」『八訂　介護支援専門員基本テキスト：高齢者保健医療・福祉
の基礎知識』、長寿社会開発センター、2018 年 6 月
・	和気純子「高齢者の社会的理解」社会福祉士養成講座編集委員会『高齢者に対する支援と介護保
険制度』（第 6版）、中央法規出版、2019 年 2 月
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・	和気純子「高齢者の総合的理解」社会福祉士養成講座編集委員会、中央法規出版、2019 年 2 月
・	和気純子「高齢者支援の方法」社会福祉士養成講座編集委員会、中央法規出版、2019 年 2 月
・	和気純子「専門職の倫理」社会福祉士養成講座編集委員会、中央法規出版、2019 年 2 月
・	和気純子・篠崎ひかる「地域包括ケア構築を担う地域包括支援センター専門職の業務と意識」『人
文学報』第 515 巻 3 号、2019 年 3 月
2．調査報告・書評・その他学術成果物
・	安藤藍「藤間公太著『代替養育の社会学－施設養護から〈脱家族化〉を問う』」『福祉社会学研究』
15、2018 年 5 月
・	安藤藍「野辺陽子著『養子縁組の社会学	“ 日本人 ” にとって “ 血縁 ” とはなにか』」『新しい家族』
61、2018 年 10 月
・	阿部彩「貧困率の推移：2012 年から 2015 年～平成 25 年国民生活基礎調査を用いた推計」,	貧困統
計ホームページ、2018 年 11 月公表．
・	阿部彩「連合へのエール・子どもの貧困」『月刊連合』、2018 年 7 月号 .	
・	阿部彩「再考：高齢女性の貧困と人権（シンポジウム記録）」『学術の動向』、2018 年 5 月号 .
・	岡部卓「おわりに」『厚生関係施設等の今後のあり方について　厚生関係施設再編整備計画 ( 平成
30 年度～ 40 年度』特別区福祉主管部長会、2018 年 7 月
・	岡部卓「第 4章　政策・理論研究　［政策グループ］（論文）『貧困・低所得者問題における政策動
向―生活保護法生活困窮者自立支援法を中心として―』、2018 年	9 月
・	岡部卓・杉野昭博・乾彰夫・布川日佐史・久保美紀・新保美香・和気純子・金子充・圷洋一・小
林理・西村貴直・長沼葉月・室田信一・堅田香緒里・安藤藍『平成 30 年度　生活保護・生活困窮
者自立支援・関連施策による「包摂型社会」構築に向けた研究―報告書』（研究代表者　岡部卓）
平成 30 年度科学研究費補助金　基盤研究（Ｂ）、2019 年 3 月
・	岡部卓「貧困」他 15 項目『社会福祉学双書　2019　学びを深めるキーワード集』全国社会福祉協
議会、2019 年 3 月
・	杉野昭博「講義ノート　容貌の障害について」『人文学報』第 515 巻 3 号、2019 年 3 月
・	堀江孝司「福祉国家と政治をめぐって［5］福祉国家の守備範囲」『生活経済政策』第 258 号、
2018 年 7 月
・	堀江孝司「福祉国家と政治をめぐって［6］ない袖は振れない？：財政的制約と福祉国家」『生活
経済政策』第 262 号、2018 年 11 月
・	長沼葉月「書評	菅野恵著『児童養護施設の子どもたちの家族再統合プロセス――子どもの行動の
理解と心理的支援』」『日本精神衛生学会誌：こころの健康』第 33 巻 1 号、2018 年 7 月
・	長沼葉月「ヤングケアラー／精神障害のある親と暮らす子どもへの関わりをめぐって」『相模原市
若者すだち支援事業（生活保護世帯中学生学習支援事業）フォローアップ調査報告書』首都大学
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東京子ども・若者貧困センター、2018 年 8 月
・	長沼葉月「書評	マイケル・ホワイト著『ナラティヴ・セラピー・クラシックス』」『家族療法研究』
第 35 巻 3 号、2018 年 12 月
・	長沼葉月「精神疾患の親と暮らす子どもへの支援　特集にあたって」『日本精神衛生学会誌：ここ
ろの健康』第 33 巻 2 号、2019 年 3 月
・	矢嶋里絵・鈴木靜・金川めぐみ「津久井やまゆり園利用者家族聞き取り調査報告」『人文学報』第
515 巻 3 号、2019 年 3 月
3．学会発表
・	安藤藍「ケアの『家庭性』と『有償性』をめぐって　―社会的養護の養育者の語りから―」福祉
社会学会第 16 回大会、中京大学、2018 年 6 月 16 日
・	安藤藍「家族／社会福祉のインターフェイスにおける『家庭であること』の諸相」家族社会学会
第 28 回大会、中央大学、2018 年 9 月 9 日
・	阿部彩・梶原豪人・東悠介・石井東太・谷川文菜・松村智史「生活保護バッシングをするのは誰か：
一般市民の意識調査を用いた実証分析」社会政策学会第 136 回（2018 年度春季）大会自由論題、
埼玉大学、2018 年 5 月 26 日
・	阿部彩「子どもの貧困問題の立場から」日本遊戯療法学会　第 24 回大会　シンポジウム 1「子ど
もの今－その現実と支援者としてできること」、首都大学東京 ,	2018 年 6 月 23 日
・	Matt	Padley,	Aya	Abe,	Neo	Yu	Wei,	Abigail	Davis,	Ng	Kok	Hoe,	Nur’Adlina	Bte	Maulod,	You	
Yenn	Teo	and	Ting	Yi	Ting		“Exploring	definitions	of	‘minimum’	living	standards	in	Singapore,	
Japan	and	the	UK,”	East	Asian	Social	Policy	Conference	2018,	Bristol	University,	2018 年 7 月 10
日
・	Abigail	Davis	 ,	Nur’Adlina	Bte	Maulod,	Aya	Abe,	Matt	Padley1,	Ng	Kok	Hoe,	You	Yenn	Teo,	
Neo	Yu	Wei,	Ting	Yi	Ting	 ,	 “Older	 people	 and	Minimum	 Income	Standards	 in	 the	UK,	
Singapore	and	Japan,”	East	Asian	Social	Policy	Conference	2018,	Bristol	University,	2018 年 7 月
10 日
・	Abe,	Aya		“MIS	in	Japan,”	Loughborough	University	Centre	for	Research	in	Social	Policy	MIS	
Symposium,	2018 年 7 月 11 日
・	阿部彩「「子供の貧困」と「機会の平等」」経済社会学会第 54 回大会「現代社会における格差・不
公平・不平等」,	慶應義塾大学 ,	2018 年 9 月 9 日
・	阿部彩「親から見た剥奪と子から見た剥奪」社会政策学会第 137 回（2018 年度秋季）大会自由論題、
2018 年 9 月 15 日 ,	北海学院大学
・	Abe,	Aya	 “Consistency	of	Parent-reported	and	child-reported	material	deprivation	and	their	
relationship	to	psychological	well-being	of	children	in	Tokyo,”	World	Social	Science	Forum	2018,	
Fukuoka.2018 年 9 月 25-28 日
・	Abe,	Aya	 “Child	Poverty	Discourse	 in	 Japan	and	Child	Deprivation	 Index”	The	8th	Asia	
Conference	on	Inequality	and	Poverty	 in	Japan,	Seoul	National	University	 Institute	of	Social	
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Welfare,	Seoul,	Korea.	2018 年 11 月 1-2 日　　　　　
・	白木孝二・長沼葉月「taking	up	one’s	worries	as	 invitation	to	dialogues: ダイアローグへの誘い、
自らのウオリーを取り上げること」日本ブリーフサイコセラピー学会第 28 回京都大会、メルパル
ク京都、2018 年 7 月 27 日
・	長沼葉月「第 19 回夏季ワークショップ　思春期臨床問題への理解と対応	―解決志向アプローチと
オープンダイアローグの思想から学ぶ―」　日本学校教育相談学会、昭和女子大学、2018 年 8 月 3
日
・	長沼葉月・上原美子・吉岡幸子「精神障がいのある親と暮らす学齢期の子ども達を学校でどう支
えるか」日本小児精神神経学会第 120 回記念大会、ニッショーホール、2018 年 12 月 15-16 日
・	長沼葉月「多職種チームにおける公認心理師への期待と課題―福祉領域から」日本精神衛生学会
第 31 回大会企画シンポジウム、和光大学ポプリオホール、2019 年 2 月 17 日
・	長沼葉月・土田幸子・牛塲裕治・上原美子・北野陽子・吉岡幸子「精神疾患のある親と暮らす学
齢期の子どもを支えるための養護教諭等対象ワークショップの効果評価」日本精神衛生学会第 31
回大会、和光大学ポプリオホール、2019 年 2 月 17 日
・	長沼葉月・北野陽子「こどもと家族を支える社会福祉サービス・こどもを支えるツールあれこれ」
日本学校健康相談学会第 15 回学術集会特別講演、埼玉県立大学、2019 年 3 月 23 日
・	室田信一「住民活動と社会的インパクト」第 35 回日本ソーシャルワーク学会、川崎医療福祉大学、
2018 年 7 月 22 日
・	矢嶋里絵「知的障がい者の意思決定・自立・地域生活」第 73 回日本社会保障法学会、早稲田大学、
2018 年 5 月 19 日
・	岸本尚大・和気純子「民生委員の負担感およびバーンアウトの構造と規定要因～高齢者への訪問
活動に焦点をあてて～」日本社会福祉学会第 66 回秋季大会、金城学院大学、2018 年 9 月 9 日
・	Wake,	J.	&	Shinozaki,	K.	Working	conditions	and	mental	health	of	professionals	 in	community	
care	support	centers	in	Japan.	Aging	and	Society	8th	Interdisciplinary	Conference.	Tokyo.	18-19	
September.	2018
・	和気純子「ソーシャルワーク・教育・社会開発合同世界会議報告と倫理原則のグローバル声明改
定案の検討」地球を意識するソーシャルワーク教育（第 1分科会）第 48 回全国社会福祉教育セミ
ナー、駒澤大学、2018 年 10 月 6 日
・	和気純子　コーディネーター「世界の “グローカル ”ソーシャルワークの現在と未来～包摂型社会
の構築にむけたグローカル・ソーシャルワークの挑戦～」国際ソーシャルワークセミナー、国際ソー
シャルワーク学校連盟／日本ソーシャルワーク教育学校連盟共催、明治学院大学、2019 年 1 月 13
日
4．その他
・	安藤藍「里親の登録・研修・支援に関する調査・コメント」養子と里親を考える会第 133 回定例
研究会、日本女子大学、2019 年 3 月 9 日　　　　　
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・	阿部彩「子どもの貧困の動向」内閣府第 13 回重点方針専門調査会、2018 年 4 月 12 日
・	阿部彩「コーディネーター」JST女性研究者シンポジウム、2018 年 4 月 14 日
・	阿部彩「子どもの貧困の動向」参議院国民生活・経済に関する調査会、参議院第 34 委員会室、
2018 年 4 月 18 日
・	阿部彩「生活困窮者の実態とフードバンクの役割」NPO法人フードバンクにいがた、新潟県中央
図書館ほんぽーと 3階ホール、2018 年 4 月 22 日
・	阿部彩「子どもの貧困：東京都調査から」日野市役所職員研修 ,	2018 年 5 月 15 日
・	阿部彩「子どもと若者を取り巻く貧困問題」エーザイ子ども共同化プロジェクト	2018 年 5月 18 日
・	阿部彩「日本の子どもの貧困問題－指標や調査を手掛かりに－」セーブ・ザ・チルドレン石巻『子
どもの貧困問題解決に向けたシンポジウム 2018in 石巻　第 1回』みやぎ生協文化会館、2018 年 6
月 1 日
・	阿部彩「子どもの貧困問題～私たちにできること～」中央労福祉協シンポジウム「女性のひろば」、
明治大学紫紺館 4F、2018 年 6 月 29 日
・	阿部彩「ソーシャルメディアと生活保護に関する意識」公開シンポジウム『貧困とメディア：バッ
シングを分析する』首都大学東京子ども・若者貧困研究センター、清澄庭園大正記念館、2018 年
7 月 15 日
・	阿部彩「子どもの貧困」浄土真宗本願寺派東京教区夏期僧侶寺族研修会、2018 年 7 月 18 日
・	阿部彩「子どもの貧困について」八王子市教職員研修『気づいて欲しい「子どもの貧困」～「子
どもの生活実態調査」を現場で活かす～』八王子市役所、2018 年 7 月 27 日
・	阿部彩「子どもの貧困」横須賀市教員研修、2018 年 8 月 6 日
・	阿部彩「子どもの貧困」国立教育政策研究所	社会教育実践研究センター、2018 年 8 月 8 日
・	阿部彩「子どもの貧困」首都大学東京　教員免許更新研修、2018 年 8 月 10 日
・	阿部彩「子どもの貧困の現状とその対策」『子どもの貧困対策に関する勉強会、宮城県、宮城県市
町村振興協議会、2018 年 9 月 12 日
・	阿部彩「日本の貧困：残された課題は何か」参議院政策担当秘書研修、参議院第二別館、2018 年
9 月 14 日
・	阿部彩「貧困の子どもの実態と対策」全国知事会『持続可能な社会保障制度の構築に向けた会議』
都道府県会館、2018 年 10 月 5 日
・	阿部彩「子どもの貧困」首都大学東京オープンユニバーシティ、首都大学東京飯田橋キャンパス、
2018 年 10 月 16 日
・	阿部彩「アンケート調査から見る東京都の子どもの貧困の実態」首都大学東京みやこ祭り公開講演、
2018 年 11 月 2 日
・	阿部彩「あだちの子どもたちを支える区民のちから」あだち区子どもの貧困対策講演会、東京芸
術センター 21 階天空劇場、2018 年 11 月 20 日
・	阿部彩「子どもの貧困の実態」法務省法務総合研究所三月会、法務省第一会議室、2018 年 11 月
26 日
・	阿部彩「The	Poverty	Among	Japanese	Children	and	Youths:	Issues	and	Policies」第 16回ASEAN・
日本社会保障ハイレベル会合貴重講演、新横浜プリンスホテル、2018 年 12 月 5 日
・	阿部彩「自治体調査からわかってきた子どもの貧困の実態：「ふつう」の子どもの貧困」目白大学
人間学部講演会、2018 年 12 月 12 日
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・	阿部彩「子どもの貧困にどう向き合うか ~その現状と支援のあり方～」会津若松市議会政策討論
会大 2分科会「政策研究セミナー」,	会津若松市役所、2019 年 2 月 1 日
・	阿部彩「子どもの貧困について理解を深める」多摩市・多摩市社会福祉協議会、パルテノン多摩
小ホール、2019 年 2 月 9 日
・	阿部彩「子どもの貧困率の動向」なくそう！子どもの貧困ネットワーク情報交換会 ,	2019 年 2 月
24 日
・	岡部卓「【講義】生活福祉資金貸付制度の意義と役割」平成 30 年度生活福祉資金新任職員研修会 1
日目基本研修、社会福祉法人東京都社会福祉協議会、飯田橋セントラルプラザ 12 階 ABC会議室、
2018 年 4 月
・	岡部卓「生活困窮者自立支援制度―相談援助の基本的考え方―」相談支援養成研修、横浜市役所、
フォーラム南太田男女共同参画センター横浜、2018 年 8 月
・	岡部卓「4	生活困窮者自立支援事業の取組と課題」『権利擁護・虐待防止 2018〔増補〕』65、社会
福祉法人全国社会福祉協議会、2018 年 9 月
・	岡部卓「生活困窮者自立支援制度―相談援助の基本的考え方―」神奈川県生活困窮者自立支援制
度都道府県主任相談員研修、神奈川県中小企業共済会館、2018 年 10 月
・	岡部卓「就労支援員養成研修」万国橋会議センター、2018 年 11 月
・	岡部卓「自律と自立、権利と擁護と福祉を進める心構え」講演『知的障がい者・発達障がい者の
ための市民後見人養成講座』『R・Flag プロジェクト通信』、2018 年 12 月
・	堀江孝司「貧困報道と世論：新聞の生活保護報道からの一考察」子ども・若者貧困研究センター
主催公開シンポジウム「貧困とメディア：バッシングを分析する」清澄庭園大正記念館、2018 年
7 月 15 日
・	長沼葉月「虐待ケースへの介入方法」平成 30 年度高齢者虐待対応研修会、藤沢市役所、2018 年 6
月 15 日
・	長沼葉月「中北圏域の未来を語り合う～はなし、はなしに耳を傾ける」平成 30 年度精神障害者地
域移行・地域生活支援関係者研修会」山梨県北巨摩合同庁舎、2018 年 6 月 26 日
・	長沼葉月「未来志向のカウンセリング～ブリーフ・セラピー～」平成 30 年度逗子市教育研究相談
センター夏季研修会、逗子市市役所、2018 年 7 月 30 日
・	長沼葉月「子どもたちの心を育てるブリーフセラピー理論　応用研修会」山梨県総合教育センター、
2018 年 7 月 31 日
・	長沼葉月「対象者の状況別AAA多機関ケースカンファレンスシート活用のポイント」横浜市青
葉区高齢者虐待防止区・包括職員向け研修、横浜市青葉区役所、2018 年 8 月 23 日
・	長沼葉月「ケアマネメージャーの相談面接技法」平成30年度浜松市地域ケアマネージャー演習事業、
いきいきプラザ天竜川、2018 年 9 月 14 日
・	長沼葉月「AAA式多機関ケースカンファレンスのファシリテーション」府中市福祉保健部権利擁
護担当者連絡会研修会、府中市役所北庁舎、2018 年 10 月 5 日
・	長沼葉月「悩ましいケースへの関わり方～面接を始める下準備から考える～」、平成 30 年度静岡
県地域包括・在宅介護支援センター協議会地域包括支援センター等職員研修、静岡県教育会館、
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2018 年 10 月 16 日
・	長沼葉月「日常的な関わりの中でブリーフセラピーの会話のコツを生かす」逗子市教育部子育て
支援課、逗子市市役所、2018 年 10 月 20 日
・	長沼葉月「相手によろこんでもらえる関わり方・訪問の仕方」平成 30 年度横浜市磯子区こんにち
は赤ちゃん訪問員新任者研修会、磯子区役所、2018 年 10 月 24 日
・	長沼葉月「関係づくりが困難な世帯と関係づくり面接のコツその 2」横浜市磯子区高齢者虐待防止
研修、磯子区役所、2018 年 10 月 30 日
・	長沼葉月「子どもと家族の支援にダイアロジカル・プラクティスを生かす」カウンセリング＆コミュ
ニケーションμ主催オープンドアサポーターズ研修、前橋市総合福祉会館　2018 年 11 月 22 日
・	長沼葉月「虐待ケースへの介入方法～ケースカンファレンスの進め方～」平成 30 年度藤沢市高齢
者虐待防止研修会、藤沢市役所、2018 年 11 月 27 日
・	長沼葉月「講演会―心の病気を抱えながらの子育てを考えるー」東村山市社会福祉協議会　講演、
東村山市社会福祉協議会地域福祉活動室、2018 年 12 月 1 日
・	室田信一「地域共生社会に向けて、これから必要となる支え合いとは」大垣市ふれあいのまちづ
くり推進大会、2018 年 6 月 10 日
・	室田信一「子どもの居場所の現状とこれからの可能性」平成 30 年度相模原市第 1回子どもの居場
所づくりセミナー、2018 年 7 月 16 日
・	室田信一「地域福祉～住民の力で支え合う地域づくりを考える～」平成 30 年度相模原市大野南地
区社会福祉協議会会員研修会、2018 年 10 月 23 日
・	室田信一「なぜ今、地域のつながり（居場所）が必要なのか」三鷹市社協	食でつながる子どもの
居場所づくり講座、2018 年 10 月 30 日
・	室田信一「なぜ、あの人の言葉は心に響き、共感を得るのか～ストーリー・テリングのメソッド
を学ぶ～」地域福祉ファンドレイジング研究会、2018 年 11 月 9 日
・	室田信一「目指す活動の企画書をつくろう」三鷹市社協	食でつながる子どもの居場所づくり講座、
2018 年 11 月 13 日
・	室田信一「協力者を募る方法～共感を呼ぶ活動発表～」三鷹市社協	食でつながる子どもの居場所
づくり講座、2018 年 11 月 20 日
・	室田信一「子どもの居場所の現状と、これからの可能性」平成 30 年度相模原市民生委員・児童委
員保護司連絡会議研修会、2018 年 11 月 21 日
・	室田信一「あなたにもできる健康長寿の秘訣」調布市自治会連合協議会主催シンポジウム、2018
年 12 月 2 日
・	室田信一「地域福祉を学び、私が踏み出す第一歩を考える」東都生協学習会「助け合いと協同で
つくる地域ふくし」2019 年 2 月 6 日
・	室田信一「地域共生？強制？社会～共生は強制しないと実現できないのか？」東京都生活協同組
合連合会まちづくり連続講座、2019 年 2 月 20 日
・	矢嶋里絵「社会福祉の基礎知識Ⅰ」要約筆記者養成講座、川崎市聴覚障害者情報文化センター、	
2018 年 8 月 17 日
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・	和気純子「地域共生社会と地域包括ケアの構築」首都大学東京第 9回施策提案発表会基調講演、
東京都庁、2018 年 6 月 29 日
・	和気純子「地域包括ケアとボランティア」第 16 回シニア元気塾ボランティア入門講座、首都大学
東京、2018 年 10 月 9 日
・	和気純子「世界の年金・医療・介護のいま～比べて考える日本の福祉サービス」八王子市生涯学
習センター、2019 年 3 月 5 日
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